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「旅
」
考

墓

鰤
却
ダ
瀬

賠

亀

舗

句
鰭

悽
詢
噛
ど

鯰

代 ‐こ
訴

「
旅
」
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
古
代
語
の

「
旅
」
は
、

現
代
語
の

「旅
」
と
異
な
り
、
動
詞
的
な
意
味
合
い
を
含
ま
な
い
こ
と
を
示

そ
う
と
思
う
。
次
節
で
先
行
す
る
研
究
を
概
観
し
た
の
ち
、
第
二
節
で
場
所

名
詞
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
指
摘
し
、
第
四
節

で
、
「
家
」
と
の
対
比
か
ら

「旅
」
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
第
五
節
で
は
、
現
代
語
に
認
め
ら

れ
る
動
詞
的
な
意
味
合
い
を
含
む

「旅
」
を
考
察
し
、
そ
し
て
第
六
節
を
ま

と
め
と
す
る
。

二
　
従
来
の
研
究

柳
田
国
男
の

一
連
の
研
究

（
一
九
八

一
、　
一
九
八
二

ａ
、　
一
九
八
二
ｂ
）

に
は
、
次
に
示
す
よ
う
な

「旅
」
の
語
源
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

竹

内

史

良Б

（
１
）

ａ

日
向
の
山
村
で
は
、
他
人
を
訪
問
す
る
と
き
に
携
え
て
ゆ
く
手
み

や
げ
を
ト
ン
ビ
と
言
う
。

ｂ

各
地
の
民
俗
語
を
調
査
す
る
と
、
ト
ン
ビ
に
類
似
す
る
も
の
に
、

ト
ビ
ト
ビ

。
ト
ヘ
ト
ヘ
・
タ
ビ
タ
ビ
な
ど
が
あ
る
。

Ｃ

ト
ン
ビ

ｏ
ト
ビ
ト
ビ

・
ト
ヘ
ト
ヘ
・
タ
ビ
タ
ビ
等
は
、
手
み
や
げ

を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
家
主
の
歓
待
を
求
め
る
行
為
で
あ

Ｚ
つ
。

ｄ

手
み
や
げ
を
持

っ
て
訪
ね
て
来
る
外
客
が
、
ト
ビ
ト
ビ

・
ト

ロ

ベ
ー
又
は
タ
ビ
タ
ビ
と
言

っ
た
こ
と
は
、
旅
行
を
意
味
す
る
タ
ビ

と
い
う
言
葉
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
。

ｅ

「
た
ま
は
る
」
か
ら
転
成
し
た

「
た
ぶ
」
と
い
う
語

の
命
令
形

「
た
び
」
を
用
い
て
、
何
か
を
与
え
る
代
償
を

「
下
さ
い
」
と
言

う
の
が
、
タ
ビ
で
あ
り
、
旅
で
あ

っ
た
。
そ
の
訛
形
が
ト
ン
ビ
の

類
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
「
た
ま
ふ
」
「
た
ま
は
る
」
か
ら

「
た
ぶ
」
が
転
成
し
て
、
交
易



を
求
め
る
呼
び
か
け
で
あ
る
命
令
形

「
た
べ
」
か
ら
、
交
易
の
た
め
に
往
来

に
出
か
け
る
行
為

「
た
び
」
が
生
ま
れ
た
と
し
、
「
旅
」
と

「
た
ま
は
る
、

た
ぶ
」
の
同
根
関
係
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
工
藤

（
一
九
八
二
）
で
は
、
右
の
柳
田
説
を
受
け
継
い
で
、
「旅
」

は
敬
語
動
詞

「
た
ぶ
」
の
連
用
形

「
た
び
」
に
由
来
す
る
と
し
て
、
萬
葉
集

に
は

「
た
ぶ
」
の
連
用
形
と
し
て
動
詞
の
域
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
も
の
が
存

し
、
こ
れ
が
連
用
形
名
詞
と
な
り
得
る
の
は
萬
葉
第
四
期
に
な

っ
て
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

（
２

ａ
）
の

「旅
行
く
」
は

い
わ
ば

「
賜
び
行
く
」
と
で
も
表
さ
れ
、
（２
ｂ
）
の

「
騒
ぎ
行
く
」
と
同

様
に

「動
詞
＋
動
詞
」
型
の
複
合
動
詞
を
形
成
し
て
お
り
、
前
項
と
後
項
が

同
時
進
行
の
関
係
に
あ
る
と
見
て
い
る
。

（
２
）

ａ

漁
す
と
人
と
を
見
ま
せ
草
枕
旅
行
く

（客
去
）
人
に
わ
が
名
は
告

ら
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
九

。
一
七
二
七
）

ｂ

山
の
は
に
あ
ぢ
群
騒
ぎ
行
く

（惨
去
）
な
れ
ど
我
は
さ
ぶ
し
ゑ
君

に
し
あ
ら
ね
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

。
巻
四

。
四
八
六
）

こ
れ
に
対
し
、
阪
下

（
一
九
八
二
）
で
は
、
萬
葉
集
に
見
え
る

「
旅
」
に

つ
い
て
、
「
草
枕
」
と
い
う
枕
詞
が
旅
中
の
経
験
を
示
し
て

「実
辞
と
し
て

機
能
す
る
」
例

の
多

い
こ
と
や
、
遠
路

の

「旅
」
の
み
な
ら
ず
近
在

へ
の

「旅
」
と
言
え
る
も
の
が
見
出
せ
る
こ
と
等
か
ら
、
「旅
」
の
原
義
は
、
単
に

す
み
か
を
離
れ
る
こ
と
な
の
で
は
な
く
、
す
み
か
を
離
れ
て
他
に
寝
泊
り
す

る
こ
と
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
遠
路
の

「旅
」
と
近
在
の

「
旅
」
と
の
関

係
は
、
後
者
が
源
で
前
者
は
そ
の
展
開
形
態
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

遠
近
に
関
わ
ら
な
い
と
す
る
阪
下
氏
の
指
摘
は
、
古
代
語
の

「
旅
」
の
特

徴
を
捉
え
た
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
主
に

「
旅
」
と
シ
ン

タ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
関
係
に
あ
る
表
現
に
着
目
し
、
氏
と
は
異
な
る
側
面
か

ら
意
味
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
柳
田

（
一
九
八

一
、　
一
九

八
二

ａ
、　
一
九
八
二
ｂ
）
や
工
藤

（
一
九
八
二
）
で
述
べ
ら
れ
た
、
上
代
語

の

「旅
」
に
動
詞
的
な
意
味
合
い
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
説
に
つ
い
て
も
、

「旅
」
の
品
詞
性
に
関
し
て
参
照
し
得
る
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
そ
の
当
否
を

確
か
め
て
み
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
で
は
、
右
の
こ
と
を
端
緒
と
し
、
あ
ら
た
め
て

「旅
」
の
意
味
と
品

詞
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
述
べ
る
。

〓
一

「
旅
行
く
」
の
解
釈

萬
葉
集
に
は
、
「
旅
行
く
」
と
い
う
形
が
二
〇
例
存
す
る
。

（
３
）

ａ

草
枕
旅
行
く

（霧
行
）
君
を
荒
津
ま
で
送
り
そ
来
ぬ
る
飽
き
足
ら

ね
こ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
二

。
三
二

一
六
）

ｂ

し
ろ
た

へ
の
藤
江
の
浦
に
い
ざ
り
す
る
海
人
や
見
ら
む
旅
行
く

（多
批
由
久
）
我
を
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
六
〇
七
）

ｃ

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
行
く
人
も
が
も
草
枕
旅
行
く

（多
批
由

久
）
舟
の
泊
ま
り
告
げ
む
に
　
（萬
葉
集

。
巻
十
五

・
三
六

一
二
）

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
項
と
後
項
が
同
時
進
行

の
関
係
に
あ
る
複
合
動
詞
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

敬
語
動
詞

「
た
ぶ
」
の
振
る
舞
い
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
複
合
動

詞
の
後
項
と
な
る
例
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
前
項
と
な
る
例
を
見
出
せ

ず
、
「
旅
行
く
」
の

「
旅
」
を
動
詞

「
た
ぶ
」
の
連
用
形
と
考
え
る
の
は
む



Eボ
aよ
我
が
聞
き
じ
耳
に
よ
く
似
る
葦
の
う
れ
の
足
ひ
く
我
が
背
つ
と
め

た
ぶ

（勤
多
扶
）
べ
し
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
二

。
一
二
八
）

ｂ

聖
天
皇
朝
太
政
大
臣
止
之
三
仕
奉
止
勅
祁
礼
止
数
々
辞
備
申
多
夫
仁
依

三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
日
本
紀
宣
命

・
二
十
六
詔
）

ｃ

其
理
仁
慈
哀
天
過
元
久
毛
奉
仕
之
米
天
士心可
等
念
保
之
米
之
天
可
多
良
比

能
利
多
布
言
乎
聞
久
仁
　
　
　
　
　
（続
日
本
紀
宣
命

・
三
十
六
詔
）

む
し
ろ
、
敬
語
動
詞

「
た
ぶ
」
は
、
補
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
を
発
達
さ
せ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
試
み
に

「旅
行
く
」
の

「
旅
」
を
名
詞
と
み
な
し
、
「旅
」
を

「行
く
」
に
伴
う
無
助
詞
名
詞
句
と
仮
定
し
て
み
る
。
そ
の
上
で
、
「
行
く
」

に
伴
う
無
助
詞
名
詞
句
を
網
羅
的
に
調
べ
た
場
合
、
そ
の
名
詞
句
が
ど
の
よ

う
な
種
類
の
も
の
で
尽
く
さ
れ
る
か
を
調
査
し
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
（
５

ａ
ｂ
）
の
よ
う
な
無
助
詞
名
詞
句
と

「行
く
」
と
の
間
に
句
切
れ
が
あ
る
例

や
、
（
５

ｃ
）
に
示
す
よ
う
に
、
無
助
詞
名
詞
句
と

「行
く
」
と
の
間
に
他

の
句
が
介
在
し
て
い
る
例
等
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
い
て
お
く
。

（
５
）

ａ

あ
さ
も
よ
し
紀
人
と
も
し
も
真
土
山

（亦
打
山
）
行
き
来

（行

来
）
と
見
ら
む
紀
人
と
も
し
も
　
　
　
（萬
葉
集

。
巻

一
・
五
五
）

ｂ

飛
鳥
川

（明
日
香
河
）
行
き
回
る

（逝
廻
）
岡
の
秋
萩
は
今
日
降

る
雨
に
散
り
か
過
ぎ
な
む
　
　
　
（萬
葉
集

。
巻
八

。
一
五
五
七
）

ｃ

し
な
が
鳥
猪
名
山

（居
名
山
）
と
よ
に
行
く

（響
外
行
）
水
の
名

の
み
寄
そ
り
し
隠
り
妻
は
も
　
（萬
葉
集

・
巻
十

一
。
二
七
〇
八
）

よ

っ
て
考
察
の
対
象
と
な
る
例
は
、
次
の
よ
う
に
、
無
助
詞
名
詞
句
と

「行

く
」
が
隣
接
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。

（６
）

我
が
衣
摺
れ
る
に
は
あ
ら
ず
高
松
の
野
辺

（高
松
之
野
邊
）
行
き
じ

か
ば

（行
之
者
）
萩
の
摺
れ
る
ぞ
　
（萬
葉
集

・
巻
十

。
二

一
〇

一
）

さ
て
調
査
の
結
果
、
「行
く
」
に
伴
う
無
助
詞
名
詞
句
は

（７
）
～

（９
）

に
示
す
も
の
で
尽
く
さ
れ
る
。

（７
）

場
所
を
示
す
も
の

ａ
可
散
流
回
の
道

（美
知
）
行
か
む

（由
可
牟
）
日
は
五
幡
の
坂
に

袖
振
れ
我
を
し
思
は
ば
　
　
　
（萬
葉
集

。
巻
十
八

・
四
〇
五
五
）

ｂ

あ
か
ね
さ
す
紫
野

（武
良
前
野
）
行
き

（逝
）
標
野

（標
野
）
行

き

（行
）
野
守
り
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る（萬
葉
集

・
巻

一
。
二
〇
）

ｃ
和
射
美
の
峰

（嶺
）
行
き
過
ぎ
て

（往
過
而
）
降
る
雪
の
厭
ひ
も

な
し
と
申
せ
そ
の
児
に
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十

・
二
三
四
八
）

（８
）
主
語
を
示
す
も
の

ａ

梅
の
花
咲
き
散
る
園
に
我

（吾
）
行
か
む

（将
レ
去
）
君
が
使
ひ

を
片
待
ち
が
て
り
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十

。
一
九
〇
〇
）

ｂ

飛
鳥
川
水

（水
）
行
き
増
さ
り

（往
増
）
い
や
日
異
に
恋
の
増
さ

ら
ば
あ
り
か
つ
ま
し
じ
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十

一
。
二
七
〇
二
）

ｃ
あ
ら
た
ま
の
年

（年
）
行
き
反
り

（往
更
）
春
さ
れ
ば
花
の
み
に

ほ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
九

・
四

一
五
六
）

（９
）
時

・
数
を
示
す
も
の

ａ

二
人

（二
人
）
行
け
ど

（行
抒
）
行
き
過
ぎ
か
た
き
秋
山
を
い
か

に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
二

・
一
〇
六
）



ｂ

あ
し
ひ
き
の
山
綬
の
児
今
日

（今
日
）
行
く
と

（往
跡
）
我
に
告

げ
せ
ば
帰
り
来
ま
し
を
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
六

。
三
七
八
九
）

ｃ

今
年

（今
年
）
行
く

（去
）
新
島
守
が
麻
衣
肩
の
ま
よ
ひ
は
誰
か

取
り
見
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
七

。
一
二
六
五
）

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

場
所
を
示
す
も
の

8

主
語
を
示
す
も
の

時

・
数
を
示
す
も
の

「
行
く
」
に
伴
う
無
助
詞
名
詞
句
が
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
示
す
と
す
れ

ば
、
「旅
行
く
」
の
形
も

（
７
）
か
ら

（９
）
の
い
ず
れ
か
に
お
さ
ま
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し

「旅
」
が
主
語
や
時

・
数
を
示
す
と
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
（
７
）
に
示
す
類
例
に
従

っ
て
、
（
７

ａ
）
「
道
行
く
」
、
（
７

ｂ
）
「標
野
行
く
」
、
（
７

ｃ
）
「
峰
行
く
」
が
そ
れ
ぞ
れ

「
道
を
行
く
」
「標

野
を
行
く
」
「
峰
を
行
く
」
と
解
せ
る
の
と
同
様
に
、
「旅
行
く
」
に
つ
い
て

は

「旅
を
行
く
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
旅
」
を
場
所
名
詞
と

し
て
解
釈
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

場
所
名
詞
と
し
て
の

「旅
」
は

「
旅
行
く
」
の
形
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
次
の
よ
う
に
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
１０
）

ａ

家
に
あ
ら
ば
妹
が
手
ま
か
む
草
枕
旅
に
臥
せ
る

（客
ホ
臥
有
）
こ

の
旅
人
あ
は
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
三

・
四

一
五
）

ｂ

草
枕
旅
に
し
居
れ
ば

（覇
西
居
者
）
刈
り
薦
の
乱
れ
て
妹
に
恋
ひ

ぬ
日
は
な
し
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
二

。
三

一
七
六
）

ｃ

梅
の
花
散
ら
す
春
雨
い
た
く
降
る
旅
に
や

（客
外
也
）
君
が
い
ほ

り
せ
る
ら
む

（麿
入
西
留
良
武
）
（萬
葉
集

・
巻
十

。
一
九

一
八
）

と
す
る
と
、
「
旅
」
は
次
に
示
す

「
道
」
と
類
似
し
た
振
る
舞
い
を
見
せ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ｈ
）

ａ

玉
ほ
こ
の
道
行
き
暮
ら
し

（道
行
晩
）
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
京
の

佐
保
川
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

。
巻

一
・
七
九
）

ｂ

国
に
あ
ら
ば
父
取
り
見
ま
し
家
に
あ
ら
ば
母
取
り
見
ま
し
世
間
は

か
く
の
み
な
ら
し
大
じ
も
の
道
に
伏
し
て
や

（道
外
布
斯
三
夜
）

命
過
ぎ
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
五

・
八
八
六
）

四

「
家
」
と
の
対
比
か
ら

伊
藤

（
一
九
七
六
）
に
お
い
て

「古
代
の
行
路
を
な
げ
く
歌
に
は
鉄
則
的

と
も
い
う
べ
き
発
想
な
い
し
型
式
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
萬
葉

歌
に
は

「
旅
」
が

「家
」
と
の
対
比
に
よ

っ
て
語
ら
れ
る
側
面
が
あ
る
。
こ

こ
で
は

「旅
」
を

「家
」
と
の
対
比
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「旅
」

に
含
ま
れ
る
生
活
空
間
性
や
非
日
常
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
は
、
「家
」

の
意
味
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。

（
‐２

ａ
ｂ
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「家
」
と

「
屋
戸
」
は
と
も
に
玉
を
敷

く
場
所
で
あ
り
、
言
い
換
え
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
‐２
）

ａ

玉
敷
け
る

（玉
敷
有
）
家

（家
）
も
何
せ
む
八
重
む
ぐ
ら
覆

へ
る

小
屋
を
妹
と
居
り
て
ば
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十

一
。
二
八
二
五
）

ｂ

あ
ら
か
じ
め
君
来
ま
さ
む
と
知
ら
ま
せ
ば
門
に
も
屋
戸

（屋
戸
）

に
も
玉
敷
か
ま
し
を

（珠
敷
益
乎
）



（萬
葉
集

・
巻
六

・
一
〇

一
三
）

（
‐３

ａ
ｂ
）
か
ら
は
、
「
家
」
と

「
屋
」
が
共
に
家
屋
を
示
し
て
お
り
、
同
じ

く
言
い
換
え
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
‐３
）

ａ

つ
れ
も
な
き
佐
保
山
辺
に
泣
く
子
な
す
慕
ひ
来
ま
し
て
し
き
た

ヘ

の
家
を
も
造
り

（宅
乎
毛
造
）
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
住
ま
ひ

っ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
三

・
四
六
〇
）

ｂ

夕
づ
く
日
さ
す
や
川
辺
に
作
る
屋
の

（構
屋
之
）
形
を
宜
し
み
う

べ
寄
そ
り
け
り
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

。
巻
十
六

・
三
八
二
〇
）

さ
ら
に
は

（
１４

ａ
ｂ
）
で
も
、
「
家
」
と

「
屋
外
」
が
共
に
庭
を
示
し
て
お

り
、
こ
こ
で
も
言
い
換
え
が
可
能
で
あ
る
。

（
‐４
）

ａ

君
が
家
の
花
橘

（君
家
乃
花
橘
）
は
な
り
に
け
り
花
な
る
時
に
あ

は
ま
し
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
八

。
一
四
九
二
）

ｂ

わ
が
屋
外
の
花
橘

（和
我
夜
度
乃
波
奈
多
知
婆
奈
）
は
い
た
づ
ら

に
散
り
か
過
ぐ
ら
む
見
る
人
な
し
に
（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
七
七
九
）

要
す
る
に
、
「
屋
戸
」
「
屋
外
」
「
屋
」
は
す
べ
て

「家
」
と
表
わ
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
今
日
で
も
自
宅
の

「家
屋
」
や

「庭
」
を

「
家
」
と
称

す
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
「
家
」
は
、
「
屋
戸
」
「
屋
外
」
「
屋
」
を
部
分

と
し
て
含
ん
だ
日
常
的
な
生
活
の
場
を
表
わ
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「家
」
が

「忘
る
」
「
思
ふ
」
等
の
目
的
語
や
、
「恋
し
」

の
対
象
語
と
し
て
現
れ
る
場
合
が
あ
る
。

（
‐５
）

ａ

浮
か
べ
流
せ
れ
そ
を
取
る
と
騒
ぐ
御
民
も
家
忘
れ

（家
忘
）
身
も

た
な
知
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻

一
・
五
〇
）

ｂ

音
同
島
の
阿
渡
白
波
は
さ
わ
け
ど
も
我
は
家
思
ふ

（吾
家
思
）
い
ほ

り
悲
し
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
七

。
一
二
三
八
）

ｃ

暁
の
家
恋
し
き
に

（伊
倣
胡
悲
之
伎
ホ
）
浦
廻
よ
り
梶
の
音
す
る

は
海
人
娘
女
か
も
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
六
四

一
）

こ
れ
ら
の

「
家
」
は
、
先
に
見
た
日
常
的
な
生
活
の
場
と
い
う
よ
り
は
、
日

常
の
慣
れ
親
し
ん
だ
生
活
そ
の
も
の
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に

（
１６
）

に
示
す

「家
」
は
、
「
恋
ふ
」
「
思
ふ
」
等
の
主
語
と
し
て
現
れ
、
人
格
的
な

役
割
を
担

っ
て
お
り
、
家
族
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
‐６
）

ａ

塩
津
山
打
ち
越
え
行
け
ば
我
が
乗
れ
る
馬
そ

つ
ま
づ
く
家
恋
ふ
ら

し
も

（家
憲
良
霜
）
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
三

・
三
六
五
）

ｂ

妹
が
門
出
入
り
の
川
の
瀬
を
早
み
我
が
馬

つ
ま
づ
く
家
思
ふ
ら
し

も

（家
思
良
下
）
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
七

・
一
一
九

一
）

ｃ

草
枕
旅
の
宿
り
に
誰
が
夫
か
国
忘
れ
た
る
家
待
た
ま
く
に

（家
待

真
國
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
三

。
四
二
六
）

以
上
か
ら
す
る
と
、
「
家
」
に
は
、
次
に
示
す
三

つ
の
意
味
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

（
‐７
）

ａ

日
常
的
な
生
活
の
場

ｂ

日
常
的
な
生
活

ｃ

家
族

さ
て
、
「
家
」
の
意
味
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
、
「旅
」
の
意
味
に
つ
い
て

考
え
よ
う
。
先
の
伊
藤
博
氏
の
言
や
、
次
に
示
す
歌
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う

に
、
「旅
」
は

「
家
」
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
、
そ
れ
と
対
に
な
る
概
念

と
考
え
て
よ
い
。



（
‐８
）

家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎

の
葉
に
盛
る

（家
有
者
笥
ホ
盛
飯
乎
草
枕
旅
な
之
有
者
椎
之
葉
が
盛
）

（萬
葉
集

。
巻
二

。
一
四
二
）

こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
（
１７
）
に
示
す

「家
」
の
意
味
と
対
比
さ
せ
る

こ
と
に
よ

っ
て

「
旅
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
‐７

ａ
）
の

「
家
」
に
対
応
す
る

「旅
」
は
次
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
‐９
）

ａ

頼
め
り
し
人
の
こ
と
ご
と
草
枕
旅
な
る
間
に

（客
有
間
ホ
）
佐
保

川
を
朝
川
渡
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
三

・
四
六
〇
）

ｂ

間
な
く
恋
ふ
れ
に
か
あ
ら
む
草
枕
旅
な
る
君
が

（客
有
公
之
）
夢

に
し
見
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
四

・
六
二

一
）

ｃ

鶴
が
音
の
聞
こ
ゆ
る
田
居
に
い
ほ
り
し
て
我
旅
な
り
と

（吾
客
有

跡
）
妹
に
告
げ
こ
そ
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十

・
三
二
四
九
）

ｄ

旅
に
あ
れ
ど

（多
批
が
安
礼
抒
）
夜
は
火
燈
し
居
る
我
を
闇
に
や

妹
が
恋
ひ
つ
つ
あ
る
ら
む
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
六
六
九
）

い
ず
れ
も
日
常
的
な
生
活
の
場
を
裏
返
し
た
、
非
日
常
の
生
活
の
場
を
表
わ

す
と
言
え
る
。

（
‐７
ｂ
）
に
対
応
す
る

「旅
」
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

（
２０
）

ａ

草
枕
旅
の
悲
し
く
あ
る
な
へ
に

（客
之
悲
有
苗
な
）
妹
を
相
見
て

後
恋
ひ
む
か
も
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
二

。
三

一
四

一
）

ｂ

我
が
旅
は
久
し
く
あ
ら
し

（和
我
多
姓
波
比
左
思
久
安
良
思
）
こ

の
我
が
着
る
妹
が
衣
の
垢
付
く
見
れ
ば

（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
六
六
七
）

ｃ

草
枕
旅
を
苦
し
み

（多
婢
乎
久
流
之
美
）
恋
ひ
居
れ
ば
可
也
の
山

辺
に
さ
雄
鹿
鳴
く
も
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
六
七
四
）

ｄ

旅
と
言

へ
ば
言
に
そ
易
き
す
べ
も
な
く
苦
し
き
旅
も

（久
流
思
伎

多
婢
毛
）
言
に
ま
さ
め
や
も
　
（萬
葉
集

・
巻
十
五

・
三
七
六
三
）

こ
れ
ら
は
非
日
常
的
な
生
活
を
意
味
す
る
と
言
え
よ
う
。
な
お

（
１７

ｃ
）
に

対
応
す
る

「旅
」
は
存
在
し
な
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
「
旅
」
の
意
味
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

（
２‐
）

ａ

非
日
常
的
な
生
活
の
場

ｂ

非
日
常
の
生
活

上
代
語
の

「旅
」
の
多
義
性
は
、
生
活
の
様
態
と
そ
の
生
活
様
態
が
行
わ
れ

る
場
所
と
が
関
わ
る
メ
ト
ニ
ミ
ー
と
し
て
理
解
で
き
る
。
な
お
、
先
に
扱

っ

た

「
旅
行
く
」
の

「旅
」
は

（
２‐

ａ
）
に
含
ま
れ
る
が
、
非
日
常
的
な
生
活

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
移
動
が
可
能
と
な
る
広
が
り
を
も

っ
た
空
間
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。

五
　
動
詞
的
な
意
味
合
い
を
含
む

「
旅
」

ひ
と
く
ち
に
日
本
語
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
時
間
差
や
空
間
差
を
反
映

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
る
。
「
旅
」
と
い
う
語
に
関

し
て
も
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
語
や
方
言
に
お
い
て
意
味
や
用
法

が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
現
代
語
に
認
め
ら
れ
る
動
詞

的
な
意
味
合
い
を
含
む

「
旅
」
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
語
の

「
旅
」
は
こ
れ

を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

と
こ
ろ
で
、
広
く
名
詞
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
動
詞
連
用
形
名



詞
や
動
名
詞
の
よ
う
に
、
出
来
事
や
動
作
を
表
わ
し
、
場
所
よ
り
も
時
間
軸

に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
類
が
あ
る
。
こ
う
し
た
名
詞
類
は
動
詞
性
と
名
詞
性

を
併
せ
も

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
動
名

詞
の
動
詞
性
で
あ
る
。

影
山

（
一
九
九
二
）
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
動
名
詞
の
独
自
性
は
、
主

に
語
形
成

の
観
点
と
項

の
格
標
示

の
観
点
か
ら
指
摘

で
き
る
。
例
え
ば
、

（
２２
）
に
示
す
よ
う
に
、
「
す
る
」
の
前
要
素
に
な
る
か
ど
う
か
は
動
名
詞
で

あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
上
で
の
重
要
な
基
準
と
な
る
。

（
２２
）

ａ

散
歩
す
る
、
研
究
す
る
、
徹
夜
す
る

ｂ

立
ち
読
み
す
る
、
夜
遊
び
す
る
、
買
物
す
る

ｃ

テ
ス
ト
す
る
、
プ
リ
ン
ト
す
る

ｄ

＊
医
者
す
る
、
ま
つ
す
味
す
る
、
＊
自
動
車
す
る
、
―
不
ク
タ
イ

す
る

ま
た
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
項
の
格
標
示
に
お
い
て
動
名
詞
は
動
詞
と
同
じ

よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ラ
ケ

ッ
ト
内
部
の
格
標
示
は
、
動
名

詞
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（２３
）

ａ

［東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
を
移
動
］
す
る

ｂ

［香
港
に
移
動
］
を
す
る

ｃ

［東
南

ア
ジ
ア
や
中
国
に
移
動
］
の
際
は
、
…

ｄ

［好
き
な
と
こ
ろ
へ
移
動
］
が
で
き
る

ｅ

［箱
根
を
移
動
］
中
に
、
…

（
２２
）
（２３
）
で
認
め
ら
れ
る
現
象
は
動
名
詞
に
含
ま
れ
る
動
詞
性
の
表
わ

れ
で
あ
る
が
、
現
代
語
の

「
旅
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

現
代
語
の

「旅
」
も
動
名
詞
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２４
）
旅
す
る

（２５
）

ａ

［東
南

ア
ジ
ア
や
中
国
を
旅
］
す
る

ｂ

［香
港
に
旅
］
を
す
る

ｃ

［東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
に
旅
］
の
際
は
、
…

ｄ

［好
き
な
と
こ
ろ
へ
旅
］
が
で
き
る

ｅ

［北
海
道
を
旅
］
中

で
は
、
「旅
」
が
動
名
詞
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
よ
り
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。

（２６
）

ａ

日
本
海
沿
岸
を
　
旅
す
る

ｂ

土円
森
に
　
旅
す
る

ｃ

＊
故
郷
か
ら
　
旅
す
る

ｄ

＊
青
森
に
　
日
本
海
沿
岸
を
　
旅
す
る

（２６
）
に
基
づ
け
ば
、
動
名
詞

「旅
」
の
項
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

（２７
）

ａ
‐
を
　
旅
す
る

〈経
路
〉

ｂ

～
に
　
旅
す
る

〈着
点
〉

ｃ

＊
…
か
ら
　
旅
す
る

〈起
点
〉

ｄ

＊
～
に
　
―
を
　
旅
す
る

〈着
点
〉
〈経
路
〉

（２６

ａ
）
と

（
２７

ａ
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
旅
す
る
」
は
経
路
の

「
を
」



を
伴
う
。
ま
た
、
（
２６
ｂ
）
と

（
２７
ｂ
）
か
ら
、
着
点

の

「
に
」
を
取
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
故
郷
を
離
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
（
２６

ｃ
）
の
よ
う

に
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
（
２７

ｃ
）
に
示
す
通
り
、
起
点
の

「
か
ら
」
を
伴

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
は
、
（
２６
ｄ
）
と

（
２７
ｄ
）
に
一不
す
よ
う
に
、

着
点
の

「
に
」
と
経
路
の

「
を
」
を

一
度
に
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ

は
、
「
日
本
海
沿
岸
を
通

っ
て
、
青
森
に
旅
立

っ
た
」
と
い
う
意
味
で
、
「青

森
に
日
本
海
沿
岸
を
旅
し
た
」
と
言
え
な
い
こ
と
に
よ
る
。
と
す
る
と
、
動

名
詞
の

「旅
」
は
、
経
路
と
着
点
を
項
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
を

一
度
に
表
現

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

動
名
詞
と
し
て
の

「旅
」
は
あ
る
種
の
移
動
動
詞
と
同
様
の
振
る
舞
い
を
し

て
い
る
と
言
え
る
。

影
山

・
由
本

（
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
移
動
動
詞
は
次
の
よ
う
に
分
類

さ
れ
る
。

（
２８
）

ａ

経
路
指
向
の
移
動
動
詞

く
く
〇
く
ｕ

７
●多
く
Ｈ＞
』

（く
が

Ｎ
を
通

っ
て
移
動
す
る
）

ｂ

起
点
指
向
の
移
動
動
詞

ω
”
ｏ
Ｏ
〓
国

［く
ω
日

［∽ｏｌ
８
Ｚ
Ｏ
↓
―
＞
↓
―
ユ
］
（く
が

Ｎ
に
い
な

く
な
る
）

ｃ

着
点
指
向
の
移
動
動
詞

∪
同
ｏ
Ｏ
〓
ロ

マ

∪
同

冨
ｏ２
＞
↓
‐
』
］
（く
が

Ｎ
に
現
れ
る
）

（
２８

ａ
）
の
経
路
指
向
の
移
動
動
詞
は
、
「
さ
ま
よ
う
、
放
浪
す
る
、
歩
く
、

走
る
、
泳
ぐ
」
と
い
っ
た
形
式
が
相
当
し
、
着
点
の

「
に
」
や
起
点
の

「
か

ら
」
を
取
ら
ず
、
経
路
の

「
を
」
を
取
る
も
の
で
あ
る
。
（
２８
ｂ
）
の
起
点

指
向
の
移
動
動
詞
は
、
「出
発
す
る
、
出
る
、
離
れ
る
、
発
車
す
る
、
離
陸

す
る
」
と
い
っ
た
形
式
が
相
当
し
、
起
点
か
ら
動
作
主
が
存
在
し
な
く
な

っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
２８

ｃ
）
の
着
点
指
向
の
移
動
動
詞
は
、
「
入
る
、
着

く
、
到
着
す
る
、
上
陸
す
る
、
入
社
す
る
」
と
い
っ
た
形
式
が
相
当
し
、
着

点
に
動
作
主
が
現
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
「旅
す
る
」
は
起
点
の

「
か
ら
」

を
取
ら
な
い
か
ら
、
起
点
指
向
の
移
動
動
詞
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

「
旅
す
る
」
は
経
路

の

「
を
」
を
取
る
か
ら
、
経
路
指
向
の
移
動
動
詞
と
言

う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
着
点
の

「
に
」
を
取
る
こ
と
か
ら
、
着
点
指
向
の

移
動
動
詞
と
も
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

（
２９

ａ
）
に
は
、
「
ど
ん
ど
ん
」
と
い
う
副
詞
と
経
路
指
向
の
移
動
動
詞
と

の
修
飾
関
係
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合

「
ど
ん
ど
ん
」
は
経
路
上
の
移

動
の
進
展
を
表
わ
し
て
い
る
。

（２９
）

ａ

ど
ん
ど
ん
　
歩
い
た
／
走

っ
た
／
さ
ま
よ

っ
た

［経
路
上
の
移
動

の
進
展
］

ｂ

ど
ん
ど
ん
　
脱
出
し
た
／
出
発
し
た
／
到
着
し
た
／
入

っ
た

［完

了
し
た
移
動
の
回
数
］

ｃ

ど
ん
ど
ん
　
旅
し
た

［両
義
的
］

（
２９
ｂ
）
は
、
同
じ
く

「
ど
ん
ど
ん
」
と
着
点
指
向
の
移
動
動
詞
な
い
し
起

点
指
向
の
移
動
動
詞
と
の
修
飾
関
係
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
完
了
し
た
移

動
の
回
数
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
（２９

ｃ
）
の

「
ど
ん
ど
ん
旅
し

た
」
で
は
、
経
路
上
の
移
動
の
進
展
を
表
わ
す
解
釈
と
、
完
了
し
た
移
動
の

回
数
を
表
わ
す
解
釈
の
両
方
が
あ
り
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
旅
す
る
」
が



経
路
指
向
の
移
動
動
詞
で
も
あ
り
、
着
点
指
向
の
移
動
動
詞
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
動
名
詞
と
し
て
の

「旅
」

は
、
広
義
の
移
動
様
態
を
表
わ
し
、
経
路
指
向
の
移
動
動
詞
の
側
面
と
着
点

指
向
の
移
動
動
詞
の
側
面
と
を
併
せ
持

つ
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
を

別
語
と
し
て
扱
う
か
ど
う
か
は
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
旅
す
る
」
が
着
点
指
向
の
移
動
動
詞
で
あ
る
こ
と
は
、
（
３０
）
に
示
す
現

象
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（３０
）

「‐
先
」

ａ

旅
先

ｂ

引

っ
越
し
先
、
留
学
先
、
移
動
先
、
移
籍
先
、
渡
航
先
、
配
達
先
、

出
張
先
、
保
管
先
、
入
院
先
、
搬
送
先
、
遊
説
先
、
到
着
先
、
滞

在
先
、
訪
問
先
、
勤
務
先
、
帰
宅
先
、
赴
任
先
、
左
遷
先
、
就
職

先
、
連
絡
先

ｃ

バ
イ
ト
先
、
行
き
先
、
出
先
、
軒
先
、
指
先
、
入
手
先

ｄ

＊
散
歩
先
、
＊
検
討
先
、
＊
変
更
先
、
＊
決
定
先
、
＊
購
入
先

（
３０

ａ
）
の
よ
う
に

「
旅
先
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
他
に

（
３０
ｂ
）
の
よ
う
な
生
産
性
の
あ
る
タ
イ
プ
と
、
（
３０

ｃ
）
の

よ
う
な
語
彙
的
に
生
じ
た
タ
イ
プ
の
あ
る
こ
と
が
観
察
で
き
る
。
（
３０
ｂ
）

は

「先
」
の
前
要
素
が
動
名
詞
と
な
る
場
合
で
あ
る
が
、
単
に
動
名
詞
と
い

う
範
疇
を
選
択
す
る
だ
け
で
な
く
、
意
味
的
な
焦
点
が
着
点
に
あ
る
動
名
詞
、

統
語
的
に
は
着
点
の

「
に
」
な
い
し

「
へ
」
を
取
る
動
名
詞
を
選
択
す
る
。

（３０
ｄ
）
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
条
件
に
合
わ
な
い
動
名
詞
は
適
格
と
言
え

な
い
。
お
そ
ら
く

「旅
先
」
は

（３０
ｂ
）
と
同
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
は

「旅
す
る
」
が
着
点
指
向
の
移
動
動
詞
で
あ
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る

よ
う
に
思
う
。

第
二
節
、
第
四
節
で
見
た
よ
う
に
、
古
代
語
の

「
旅
」
で
は
動
詞
的
な
意

味
合
い
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
動
名
詞
と
し
て
移
動
様
態
を
表
わ
す

「旅
」

は
派
生
的
な
も
の
で
、
近
代
に
な

っ
て
は
じ
め
て
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
「
旅
」
の
語
史
に
お
い
て
こ
う
し
た
変
化
は
最
も
大
き
な
も
の
と
考
え

ら
れ
よ
う

（小
林

。
梅
林

（
二
〇
〇
五
）
も
参
照
）
。
動
詞
的
な
意
味
合
い

を
含
ま
な
い
現
代
語
の

「
旅
」
に
つ
い
て
は
、
古
代
語
に
準
じ
る
も
の
と
考

え
る
が
、
詳
し
く
は
機
会
を
あ
ら
た
め
た
い
。

工（
　
お
わ
り
に

現
代
に
お
い
て

「旅
」
は
、
移
動
と
非
日
常
性
と
が
混
在
し
た
概
念
と
言

え
よ
う
か
。
し
か
し
、
古
代
語
で
は
、
現
代
語
と
は
異
な
り
、
「
旅
す
る
」

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
他
の
動
名
詞
的
な
用
い
方
を
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
。
あ
く
ま
で
も
生
活
の
様
態
と
そ
れ
が
行
わ
れ
る
場
所
を

表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
「旅
」
と
い
う
語
が
生
じ
る
そ
も

そ
も
の
契
機
は
、
住
み
慣
れ
た
日
常
的
な
生
活
な
い
し
そ
の
場
所
と
、
不
慣

れ
な
非
日
常
的
な
生
活
な
い
し
そ
の
場
所
と
を
区
別
す
る
と
い
う
認
識
の
仕

方
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
今
日
で
も
、
化
石
的
に

「旅
に
死
す
」
と

い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の

「
旅
」
は
動
名
詞
と
し
て
の

「旅
」
と

意
味
が
異
な
る
の
で
あ
る
。



注（１
）

本
稿
で
は
、
漢
語
の

「旅
」
で
は
な
く
、
和
語
と
し
て
の
タ
ビ
を
考
察
の

対
象
と
す
る
。
本
来
な
ら

「旅
」
で
は
な
く
、
「
タ
ビ
」
な
い
し

「
た
び
」

と
表
記
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
便
宜
上

「旅
」
と
記
し
て
和
語
と
し
て
の
タ

ビ
を
表
わ
す
こ
と
と
し
た
い
。

（２
）

「旅
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
説
が
存
す
る
中
で
、
柳
田
説
は
き

わ
め
て
有
力
で
あ
る
。
他
に
、
こ
の
説
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、

木
下

（
一
九
七
二
）
が
あ
る
。

（３
）

「家
」
に
つ
い
て
は
、
後
藤

（
一
九
六
七
）
、
真
鍋

（
一
九
七
〇
）、
吉
井

（
一
九
八
〇
）
等
の
論
考
を
も
参
照
。

（４
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
影
山

（
一
九
九
二
）
に
よ
ら
れ
た
い
。

（５
）

熟
さ
な
い
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
し
ば
し
ば
見
え
る
。

使
用
文
献

萬
葉
集
…

『萬
葉
集

本
文
篇
』
『萬
葉
集

訳
文
篇
』
塙
書
房
、
続
日
本
紀
宣
命

…

『続
日
本
紀
宣
命

校
本

・
総
索
引
』
吉
川
弘
文
館

参
考
文
献

伊
藤
　
博

（
一
九
七
六
）
『萬
葉
集
の
表
現
と
方
法

下

古
代
和
歌
史
６
』
塙
書

一房

影
山
太
郎

（
一
九
九
三
）
『文
法
と
語
形
成
』
ひ
つ
じ
書
房

影
山
太
郎

・
由
本
陽
子

（
一
九
九
七
）
コ
叩形
成
と
概
念
構
造
』
研
究
社
出
版

木
下
正
俊

（
一
九
七
二
）
『万
葉
集
語
法
の
研
究
』
塙
書
房

工
藤
力
男

（
一
九
八
二
）
「旅
と
い
う
言
葉
」
『岐
阜
大
学

国
語
国
文
』

一
五
号
、

四
〇
―
四
八
頁
、
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
会

後
藤
和
彦

（
一
九
六
七
）
「
い
へ
と
や
ど
」
『薩
摩
路
』

一
一
号
、　
一
〇
―

一
八
頁
、

鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
国
文
研
究
室

小
林
賢
次

・
梅
林
博
人

（二
〇
〇
五
）
「芭
蕉
の

「旅
」
は
現
代
の

「旅
」
と
同

じ
か
」
『
日
本
語
史
探
求
法
』
朝
倉
書
店

阪
下
圭
八

（
一
九
八
二
）
只
旅
〉
と
い
う
言
葉
」
『
月
刊
百
科
』
二
三

一
号
、
七

―

一
二
頁
、
平
凡
社

柳
田
国
男

（
一
九
八

一
）
「
ト
ビ
の
餅

・
ト
ビ
の
米
」
『定
本

柳
田
国
男
集
』

一

四
巻
、
筑
摩
書
一房

柳
田
国
男

（
一
九
八
二

ａ
）
「
行
商
と
農
村
」
『定
本

柳
田
国
男
集
』

一
六
巻
、

筑
摩
書
房

柳
田
国
男

（
一
九
八
二
ｂ
）
「旅
行
の
進
歩
と
退
歩
」
『定
本

柳
田
国
男
集
』
二

五
巻
、
筑
摩
董
房

真
鍋
次
郎

（
一
九
七
〇
）
「家
も
あ
ら
な
く
に
」
『
萬
葉
』
七
四
号
、
六
二
―
六
七

頁

吉
井
　
巌

（
一
九
八
〇
）
「
い
へ
。
や
ど

。
や
ね
」
『
萬
葉
』

一
〇
四
号
、
四
八
―

五
三
頁

本
稿
は
、
第
九
二
回
国
語
語
彙
史
研
究
会

（
二
〇
〇
九
年
九
月

一
九
日
、
神
戸

親
和
女
子
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
に
際
し
、
多
く
の
方
々
か
ら

ご
教
示
を
賜
わ

っ
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
研
究
は

平
成
二

一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（若
手
研
究

（
Ｂ
）
、
課
題
番
号

一
一〇
七
二

〇

一
一
九
）
の
研
究
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
た
け
う
ち

。
し
ろ
う
　
群
馬
大
学
准
教
授
）


